
 

 

協働事業報告書  

【事業名】 史跡協働管理事業 

市担当課 文化財課 

団体名 NPO法人鎌倉みどりのレンジャー 

事業実施期間 令和６年４月１１日 ～ 令和７年３月３１日 

事業費 ３５０，０００円 負担金額 ３５０，０００円 

事業目的 

市内に存在する国等指定史跡（以下「史跡」という。）について、定期的に草刈等を実施し
良好な環境を維持するほか、史跡の巡回による倒木、落石等の把握を行う。 

【達成できた点】 
・４か所の史跡の草刈り、５か所の史跡（切通）の定期巡回と臨時巡回を実施できた。 

【達成できなかった点】 
・東勝寺跡は２回の活動だったため、東側平場の草刈りが出来なかった。 

事業の 

成果目標 

(数値目標) 

・４か所の史跡において、年間合計１５回の草刈りを行う。 
・５か所の切通を、年６回（奇数月）の定期巡回と台風通過後等の臨時巡回を行う。 

【実績】 
・4か所の史跡の草刈りについては、当初計画していた北条氏常盤亭跡・西側谷戸は市と
団体との協議で作業を行わず、大町釈迦堂口遺跡に変更した。また、雨天中止となった７月
の法華堂跡は１１月の予備日に振り替えることにより、計画どおり全１５回実施した。 
・５か所の切通については、計画どおり６回の定期巡回と１回の臨時巡回を行った。 

事業概要 
（1）史跡内の草刈 
（2）史跡の巡回 

事業実施の 

実績 

【実績】 
○市の役割 
（1）史跡の日常管理 
（2）協働事業における機材等の運搬 
（３）史跡の草刈 
 
○市民活動団体の役割 
（１）史跡の草刈 
（２）史跡（切通）の定期的及び緊急時の巡回 
（３）史跡の倒木、落石等の確認及び市への報告 
 
○具体的に行ったこと・時期 
１ 史跡内の草刈り 
  ・東勝寺跡          ７月と９月に計２回実施 
  ・法華堂跡          ５月、９月、１１月に計３回実施 
  ・北条氏常盤亭跡    ４月、６月、７月、１０月に計５回実施 
  ・大町釈迦堂口遺跡  ５月、６月、７月、９月、１１月に計５回実施 
   なお、大町釈迦堂口遺跡では、この数年、活動日に特定外来生物であるオオブタクサの
抜根処理を行った結果、かなり除去され目立たなくなってきた。 

２ 史跡（切通）の巡回 
   市民活動団体は、大仏切通、名越切通、仮粧坂、亀ヶ谷坂、朝夷奈切通の５か所の切通
について、5・7・9・11・１・３月にそれぞれ定期巡回を行ったほか、８月には台風７号の臨
時巡回を行い、倒木や落石等の報告を写真添付で市に報告した。報告に基づき市は、直
ちに必要な対応を行った。 

３ 史跡レクチャーの開催 
   史跡（やぐら）の歴史的・文化的意義を、市が市民活動団体にレクチャーした。 
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